
Vol.221
2022年9月

http:/ /www.eishouji .or. jp

浄土真宗本願寺派 小倉御坊

御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）

〈
掲
示
月
〉　
２
０
2
2
年（
令
和
4
年
）8
月

〈
掲
示
月
〉　
２
０
2
2
年（
令
和
4
年
）8
月

2022年9月号（第221号） 2022年9月1日発行

福岡県北九州市小倉北区大手町16-16　永照寺　TEL：093（582）7676　FAX：093（591）4989
【郵便振替口座番号】01790－4－46276　      永照寺志納所

小倉御坊　永照寺だより

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

▲モバイルはこのマークをカメラで読み込んでください。
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８
月
は
広
島
、長
崎
の
原
爆
、そ

し
て
終
戦
記
念
日
、お
盆
と
、亡
き

人
々
を
偲
び
、仏
徳
讃
嘆
の
日
が

続
き
ま
す
。

　

今
月
の
こ
と
ば
は
、和
歌
山
県

の「
つ
じ
加
代
子
」さ
ん
の
句
で
す
。

　

風
鈴
の
名
は
法
然
上
人
の
名
づ

け
と
雑
誌
に
あ
っ
た
の
で
、調
べ

て
み
ま
し
た
。

　
『「
風
鈴
」の
名
は
一
説
に
は
法

然
が「
ふ
う
れ
い
」と
名
付
け
た
こ

と
に
由
来
す
る
。「
風
鈴
」と
い
う

表
記
は
鎌
倉
末
期
に
作
ら
れ
た
と

さ
れ
る
国
宝『
法
然
上
人
行
状
絵

図
』に「
極
楽
の
七
重
宝
樹（
し
ち

じ
ゅ
う
ほ
う
じ
ゅ
）の
風
の
ひ
び

き
を
こ
ひ
、八
功
徳
池（
は
っ
く
ど

く
ち
）の
な
み
の
を
と
を
お
も
ひ

て
、風
鈴
を
愛
し
て
」と
あ
る
。こ

れ
が
後
に「
ふ
う
り
ん
」と
読
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。』

　
　
　
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）

　

風
鈴
の
音
に
、浄
土
の
樹
々
を

吹
く
風
の
ひ
び
き
、池
の
波
の
音

を
思
っ
た
よ
う
で
す
。
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鳴
っ
て
い
る
の
は
風
鈴
で
す
が
、

鳴
ら
せ
て
い
る
の
は
風
、私
の
称

え
る
お
念
仏
、称
え
て
い
る
の
は

間
違
い
な
く
私
で
す
が
、称
え
さ

せ
て
い
る
の
は
、い
つ
で
も
、ど
こ

で
も
、ど
ん
な
と
き
で
も
私
を
摂

め
と
っ
て
い
く
南
無
阿
弥
陀
仏
の

願
い
の
こ
こ
ろ「
本
願
の
は
た
ら

き
」で
す
。

　

風
の
便
り
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。風
鈴
の
音
に
、亡
き
人
を
偲

び
つ
つ
、南
無
阿
弥
陀
仏
の
は
た

ら
き
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

慈光照護のもとご清祥のこととお慶び申し上げます。

2022年度納骨堂管理費納入についてご連絡いたします。

以前は封書や葉書でお知らせしていましたが、

寺報の到着率がほぼ100パーセントになりましたので

2020年度より寺報でご案内しております。

墓地の管理費納入につきましては

振替用紙を同封するので従来通りとさせていただきます。

どうぞよろしくお願い致します。

（永代管理にされている方、既に納めてくださった方に関しましては大変失礼致します。）

口座振替手続きの済んでいる方

口座振替の手続きをされていない方

納骨堂管理費  納入について納骨堂管理費  納入について

年会費の6,000円（帰命殿10,000円）を
９月末日に所定の預金口座より引き落としします。

下記のどちらかの口座へのお振込みをお願いします。
（大変恐れいりますが、振込み手数料はご負担ください。）

福岡ひびき信用金庫　三萩野支店
普通預金　１４９４５５
宗教法人　永　照　寺

PAYPAY銀行　すずめ支店
普通預金　２２７９２０５
宗教法人　永照寺納骨堂

ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。

永照寺住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も合わせてご覧いただければ幸いです。
（上記のホームページ内に移転しました。）

離れて暮らすご家族に
オススメください。
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永照寺永代経法要について永照寺永代経法要について

 時間:10時～
日18

 時間:10時～

9/ 9/ 9/16 金

【 期 日 】 2022年 9月16日 ・金 17日 ・土 18日 日

 時間:10時～
17土

10：00～ 【 1日1座とさせていただきます 】 1時間程度

住職がご法話します。 住職がご法話します。谷川 宏済 先生
（誓願寺住職 鎮西敬愛高校教頭）

●懇志袋は永照寺だより今月号に同封しています。お寺にもご用意しております。
●お斎の接待はありません。
●懇志上納者の堂内掲示は控えます。後日寺報にて掲載いたします。
●16日の7時のお朝事はありません。
●感染予防の為、地区総代による法座案内の配布をご遠慮させていただいています。

●コロナの影響も考慮して、例年と違う時間帯にて勤修しますことご容赦願います。

お休み致します。会員の皆様はどうぞ法座にお参りください。
婦人会例会18日（日）
10時からの永代経法要にてお勤め致します。
宗祖命日16日（金）

9月の行事予定

おかげさまで歓喜会（お盆）のお参りをつつがなくお勤めすることができました。

毎年の事ながらお待ちいただくこともあったでしょうが、

お参りする軒数が沢山あるので、どうかご容赦ください。

また、合同盆法要、墓地、納骨堂と、暑い中多くの参詣ありがとうございました。

様々なお供えやご懇志、御佛前を賜りあつく御礼申し上げます。

新型コロナの中、家族連れや若い方も沢山お参りくださいました。

帰省の折、わざわざお寺に参ってくださった方もあり

「おかえりなさい。ようこそお参りくださいました」の気持ちで一杯です。

先人の方々の結んでくださった仏縁を感じずにはおれません。

お盆参りを通し「お寺はご門徒にささえられているんだなぁ」と再認識しました。

行き届かないことも多々ありますが少しずつお参りしたくなるような環境を整えていく所存です。

どうぞお身体に気を付けてお過ごしくださいませ。

●お経本は床に置かないでください。

●毎月16日は親鸞聖人命日（おあさじ）にお参りください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、
   早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

永照寺 【 開門・閉門の時間 】 ●    開門…6時 30分　●閉門…18時●    開門…6時 30分　●閉門…18時

懇志 御礼
順不同

山口 弘志

多々良 悦子

岡田 久子 

山本 春枝 

 様

 様

 様

 様

 様

 様

 様

 様

小園 均

原田 衿子

森 藤美

兒玉 美惠子

 様

 様

 様

 様

荒木 由美

坪根 太幹

延吉 政彦

荒木 晴美

 様

 様

 様

 様

村上 千鶴子

石河 信保

石倉 修身

杉田 秀男

 様

 様

 様

 様

安藤 聡

丸尾 鈴子

杉田 秀男

岡田 久子

お盆についてお盆について

● マスクの着用をお願いします。       
● 事前に検温をお願いします。       
● 37度以上ある場合は参拝をご遠慮してください。
● 本堂距離を保ち椅子を並べます。   
● アルコール消毒、堂内消毒、換気を徹底します。

マスク着用を

お願いします

事前の検温を

お願いします

離れて

お座りください

消毒を

おこないます

換気を

おこないます

下記の感染対策をして法座を開催します。


